
各位 

ご案内：日本児童英語教育学会（JASTEC） 

第 4 回研究大会（兼関東・甲信越支部大会） 
 

拝啓 

寒冷の候、皆様、お元気でお過ごしのことと存じます。新しい年を迎えるにあたり、心機一転、新た

なチャレンジをお考えではないでしょうか。 

中央教育審議会は 2021年 1月に「予測困難な時代」における学校教育の在り方として、「令和の日本

型学校教育」という考え方を示しました。それは、「全ての子供たちの可能性を引き出し、個別最適な学

びと、協働的な学びの実現」を目指しています。その１つの方針として ICTの適切な教育活用の実現が

求められています。このような情勢の中、関東・甲信越支部では下記の要領で研究大会を開催いたしま

す。教科書も新しくなる来年度にむけ、デジタル教科書や ICTの使い方について学び、さらに子どもた

ちの学びを支援する方法を皆様方と考えていきたいと思っております。お誘い合わせの上ふるってご参

会くださいますよう、お願いかたがたご案内申し上げます。Zoom 上ではありますが、皆様とお会いで

きることを楽しみにしております。 

敬具 

2023年 12月吉日 

                          日本児童英語教育学会 (JASTEC) 

                                   会 長 アレン玉井 光江 

大会実行委員長  長沼 君主 

 

日 時： 2024年 1月 21日（日）10：00～16：10（9：30受付・入室開始予定） 

参加方法： Zoomによるオンライン研究大会 

参加費： 会員 ／ 英語授業研究学会会員・無料 

非会員・一般（大学院生を含む）￥1,000  学部学生 ￥500 

申込方法：参加希望の方は、会員・非会員に関わらず、イベント・ペイでの事前申込が必要となります。 

＊12月 28日（木）より事前申込可能です。 

＊なお、キャンセルは受け付けておりませんので、ご注意ください。 

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=1725024376276216&EventCode=7481154832 

  ① 上記URLにアクセスし、お申し込みください。 

  ② 会員は「会員マイページ」にて本年度の会費納入の確認をお願いします。 

事前申込時点で年会費が未納の場合は、「会員マイページ」または、振込にて納入を

お願いします。 

非会員は、イベント・ペイにてお選びいただいた方法で期日までにお支払いをお願い

します。 

③ 前日の 18:00 (予定)にリマインド・メールが配信されます。当日の Zoom URL及び

資料のリンクを必ずご確認ください。 

＊リマインド・メールはイベントペイより配信されます。迷惑メールに振り分けられる可

能性がありますので、ご注意ください。 

照会先： JASTEC関東甲信越支部事務局 E-mail：jastectokyo @gmail.com 

※ 録音・録画は固くお断りいたします。 

会費納入先 

〈ゆうちょ銀行振替口座〉 00930－3－0001621「日本児童英語教育学会」  

※他の金融機関から振り込む場合：店番 099 当座 0001621 

https://eventpay.jp/event_info/?shop_code=1725024376276216&EventCode=7481154832


プログラム 

 

午前司会：松原 木乃実 

 

 開会あいさつ（10:00-10:05）  アレン玉井 光江（会長・青山学院大学） 

 

１．ご講演 (10:10-11:10)  

  ご講演者：黄地 吉隆 氏（文部科学省初等中等教育局教科書課長） 

髙橋 瑞人 氏（文部科学省初等中等教育局教科書課デジタル教科書企画係） 

タイトル：『デジタル教科書が拓く新たな学びの可能性』 

 

２．ワークショップ（11:20-12:20） 

  発表者：成田 潤也（厚木市立鳶尾小学校／Microsoft認定教育イノベーター） 

  タイトル：『SNS世代の表現力を解放しよう―Microsoft Flipで始めるコミュニケーション活動』 

   

 昼食休憩（12:20-13:30） 

協賛企業プレゼンテーション（予定） 

 ＊スライドでの画面共有になります。ビデオはオフ、音声はミュートにした状態で、 

是非耳を傾けて頂ければと思います。 

 

午後司会：渡辺 麻美子 

３．授業研究（13:30-14:40） 

  発表者：田所 昂（さいたま市立辻小学校） 

タイトル：『小学校英語教育における児童の self-esteemを高める要因の研究 

〜WTCを高める学習評価の工夫について〜』 

コメンテーター：物井 尚子（千葉大学） 

 

４．研究部会発表（14:50-16:05） 

発表者：関東甲信越支部 指導者・指導体制研究部会 実践研究チーム 

         長沼 君主（東海大学）・阿部 始子（東京学芸大学）・大槻 友紀（明星大学）・ 

幡井 理恵（昭和女子大学附属昭和小学校） 

発表協力者：和田 彩花（昭和女子大学附属昭和小学校） 

タイトル：『実践研究を通して小学校英語指導者・指導体制について考える 

～昭和女子大学附属昭和小学校の実践事例をもとに～』 

   

 

 閉会のあいさつ（16:05～16:10）  長沼 君主（東海大学） 


